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毎朝５時半深呼吸をして、牛舎に入り自動給

餌の始まる前に、乾草を給与する・・・・。傍

らに主人の居ない最も緊張する一日の始まり

です。 

  暫くすると、パートのおじさん２人と息子の

出勤(お嫁さんは、初めての赤ちゃんでお腹が

大きく昼出勤)で牛舎の中も牛達に負けない活

気に溢れ“ホット”一息です・・・が、まだま

だ、搾乳に後片付けと目まぐるしい一日はこれ

から、これからと自らを励まします。 

  週末の土・日帰ってきて“のらりくらり”の

仕事を４年間も続けている主人に腹立たしい

限りですが、働き者の両親を持った“跡取り娘

”としての私の運命みたいなもので、「あれも

したい・・・・！！」といまだに夢を追い続け

る事が“若さ”の源泉と頑張っています。 

  我家は、昭和３１年母親が勤めていた郵便局

を退職した時、「安定した収入を・・・」と１

頭のホルスタインを導入し酪農が始まりまし

た。柿・ぶどう・桃の畑仕事に水田を加えた、

大変忙しい農家の長女であった私は、跡継ぎ娘

としてそれ程違和感を持たなかった様に思い

ますが、短大の卒業を控えたある日「酪農をや

りまｱ～す！！」と言って主人が押しかけて来

たのには少々抵抗がありました。それから１年

間、ほとんど自家育成と、手作り牛舎で“笠岡

湾干拓地へ入植”を目指して、主人にズルズル

と引きづられ５代目にして初めて男の子の跡

取り３人を大事に育て、平成２年春、念願の笠

干入植を果たし、６０頭牛舎に２７頭の成牛・

１２頭の育成牛でスタート出来た時は感激で

した。当時は目新しかったのでしょう保育園児

から、高校生まで体験学習が引切りなしにあり

、牛舎の中はにぎやかでした。 

  今では制度もしっかりあり、学生対象は 大

型の有名牧場に移っていますが、民間企業の新

人社員研修だけは毎年受け入れ続けています。 

  少しは社会貢献になっているのかなと思っ

ています。長男が就農し、牛舎の増築、搾乳牛

・育成牛も増え、やっとお嫁さんを迎える事が

出来ましたし、後継者としての経営方針も主人

と違い「ゆとりをもって、それ程大きくない酪

農・・・」 を実践している姿に、早い時期経

営移譲をしたいと考えています。年々体力を落

として行く「能天気」な主人に比べ、３人の息

子のお嫁さんと６人の孫達に混ざって「ますま

す若々しく・・・」と思っています。 

  今は中々時間が自由に取れず、遠出もままな

りませんが、１０代の学生の頃より海外旅行へ

６回行き楽しんでいます。地区の女性部の皆さ

んとイベントなどへも参加しておりますが、こ

の程、女性農業士、フォーベルネット会員の末

席に加えていただきました。 

  多くの皆さんと一緒に活動するほど経験が

ありませんし、私にとっても勇気のいる事です

が、少しずつ学ばせていただきたいと思ってお

ります。 

  私は酪農に携わっておりますが、岡山県の畜

産に関係する皆様の力によって若い人達が夢

と希望の持てる経営を続けられる様、ご支援を

賜ります様よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


